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かかりつけ医から専門医への紹介基準
（一部）

血糖コントロール不良が続く場合

低血糖を繰り返す場合

外来で十分に指導ができない場合

慢性合併症が進行した場合

糖尿病患者における「勧奨」と「実際の受診状況」
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専門医への紹介基準にばらつきがある可能性
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資料３

副科受診への勧奨
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R７第３回糖尿病対策専門部会における重症化予防に関する意見

資料３

項目 課題と現状 対策と推進のポイント（目指す姿）

受療について ・糖尿病初期評価の方法にばらつきがある印象

（医療機関によって検査方法が様々）

・「現在の状態を医療者と患者で

共有する」ことが治療の出発点

・対応困難な事例は専門医へ

つなぐ（役割分担の明確化）

・専門医・かかりつけ医・行政の連携

患者意識・知識に
ついて

・副科受診が継続されていないことが多い

・患者自身の病態や生活習慣への知識不足

・「病院で診てもらっているから大丈夫」という誤認

・患者が「自分ごと」として捉えられる

工夫

・糖尿病管理の必要性を可視化し、

患者へ情報提供

糖尿病重症化予防に向けた取組の検討へ
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